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21.2 75.5 3.3

周りで見たことがある（知っている） 見たことがない 無回答

全体(n=902)

(%)
0 20 40 60 80 100

25.2

15.8

71.8

81.1

3.0

3.1

周りで見たことがある（知っている） 見たことがない 無回答

女性
(n=507)

男性

(n=386)

(%)
0 20 40 60 80 100

28.6

17.3

30.1

26.1

26.5

22.2

8.3

71.4

80.2

68.5

72.2

73.5

76.9

82.4

0.0

2.5

1.4

1.7

0.0

0.9

9.3

周りで見たことがある（知っている） 見たことがない 無回答

18・19歳
(n=14)

20歳代
(n=81)

30歳代
(n=143)

40歳代

(n=234)

50歳代

(n=102)

60歳代

(n=108)

70歳以上

(n=216)

(%)
0 20 40 60 80 100

５. 困難な問題を抱える女性の支援について 

問２７ 困難な問題を抱えている女性について見たり聞いたりした経験の有無について 

問２７ 令和６年４月１日から「困難な問題を抱える女性への支援に関する法律」が施行されます。あなたの周

りで困難な問題を抱えている女性を見たり聞いたりしたことがありますか。（〇は１つ） 

 

・困難な問題を抱えている女性については、「見たことがない」が７５.５%、「周りで見たことがある（知っている）」

が２１.２%となっています。 

 

 

 

 

 

・性別にみると、女性は男性よりも「周りで見たことがある（知っている）」の割合が９.４ポイント高くなっています。

一方で、男性は女性よりも「見たことがない」の割合が９.３ポイント高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

・年代別にみると、１８・１９歳、３０～６０歳代で「周りで見たことがある（知っている）」の割合が２０%を超えている

一方で、２０歳代と７０歳以上では２０%を下回っており、他の年代より低くなっています。 
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37.7

28.8

9.9

20.4

26.2

15.2

48.7

25.1

7.9

9.9

2.6

0.0

0 20 40 60

親や親族のこと

子どものこと

友人や知人のこと

仕事のこと

健康の不安のこと（自分の病気や体調など）

障がいのこと

経済的なこと

配偶者や交際相手、家族からの暴力

性的な被害のこと

相談相手や頼れる人がいないこと

その他

無回答

(MA%)
全体(n=191)

問２７－１ どのような問題を抱えているのか 

【問２７で「１.周りで見たことがある（知っている）」と答えた人におたずねします。】 

問２７－１ 周りの方はどのような問題を抱えていますか。（〇はいくつでも） 

 

・どのような問題を抱えているのかについては、「経済的なこと」が４８.７%と最も高く、次いで「親や親族のこと」

が３７.７%、「子どものこと」が２８.８%となっています。 
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37.5

29.7

10.2

20.3

25.0

10.9

50.8

29.7

7.8

12.5

2.3

0.0

36.1

26.2

9.8

19.7

27.9

24.6

45.9

16.4

8.2

4.9

3.3

0.0

0 20 40 60

女性

(n=128)

男性

(n=61)

親や親族のこと

子どものこと

友人や知人のこと

仕事のこと

健康の不安のこと（自分の病気や体調など）

障がいのこと

経済的なこと

配偶者や交際相手、家族からの暴力

性的な被害のこと

相談相手や頼れる人がいないこと

その他

無回答

(MA%)

・性別にみると、女性は男性よりも「配偶者や交際相手、家族からの暴力」の割合が１３.３ポイント高く、男性は女

性よりも「障がいのこと」の割合が１３.７ポイント高くなっています。 
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25.0

42.9

48.8

34.4

44.4

20.8

33.3

0 20 40 60 80

18・19歳
(n=4)

20歳代
(n=14)

30歳代
(n=43)

40歳代
(n=61)

50歳代
(n=27)

60歳代
(n=24)

70歳以上
(n=18)

25.0

14.3

32.6

34.4

25.9

20.8

27.8

0 20 40 60 80

25.0

14.3

7.0

8.2

11.1

8.3

16.7

0 20 40 60 80

0.0

35.7

27.9

19.7

25.9

8.3

5.6

0 20 40 60 80
(MA%)

25.0

28.6

27.9

23.0

29.6

25.0

27.8

0 20 40 60 80

18・19歳
(n=4)

20歳代
(n=14)

30歳代
(n=43)

40歳代
(n=61)

50歳代
(n=27)

60歳代
(n=24)

70歳以上
(n=18)

0.0

7.1

14.0

14.8

14.8

25.0

16.7

0 20 40 60 80

75.0

50.0

39.5

57.4

48.1

45.8

38.9

0 20 40 60 80

25.0

28.6

25.6

24.6

40.7

20.8

5.6

0 20 40 60 80
(MA%)

25.0

14.3

14.0

6.6

3.7

0.0

5.6

0 20 40 60 80

18・19歳
(n=4)

20歳代
(n=14)

30歳代
(n=43)

40歳代
(n=61)

50歳代
(n=27)

60歳代
(n=24)

70歳以上
(n=18)

0.0

14.3

11.6

8.2

3.7

4.2

27.8

0 20 40 60 80

0.0

0.0

2.3

3.3

7.4

0.0

0.0

0 20 40 60 80
(MA%)

親や親族のこと 子どものこと 友人や知人のこと 仕事のこと

健康の不安のこと

（自分の病気や体調など） 障がいのこと 経済的なこと

配偶者や交際相手、

家族からの暴力

性的な被害のこと
相談相手や頼れる人

がいないこと
その他

・年代別にみると、３０～７０歳以上で「経済的なこと」の割合が３５%を超えており、４０歳代で５７.４%となってい

ます。 
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49.0

50.1

25.7

25.4

23.3

35.5

25.6

12.1

1.8

0.4

10.0

0 20 40 60

困難な状況に気づいてくれる人の存在

安心できる居場所

支援制度や相談窓口、専門機関など自分の助けになるような情報
を得ること

実際に支援制度や相談窓口に助けを求めること

弁護士や医師、カウンセラーなど専門的な知識を持っている人か
らのサポート

経済的な自立

経済的な自立に必要な支援や自立のためのスキルや資格

一時的な経済支援

その他

必要なことはない

無回答

(MA%)

(全体n=902)

問２８ 女性が困難な状況から回復するために必要なこと 

問２８ 女性が困難な状況から回復するためには、どのようなことが必要だと思いますか。 

    （特に必要だと思うものを３つまで〇） 

 

・女性が困難な状況から回復するために必要なことについては、「安心できる居場所」が５０.１%と最も高く、次

いで「困難な状況に気づいてくれる人の存在」が４９.0%、「経済的な自立」が３５.５%となっています。 
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46.9

51.9

26.4

26.0

22.5

36.7

27.8

13.2

1.4

0.6

9.5

51.8

47.9

25.4

24.9

24.4

34.5

22.5

10.4

2.3

0.3

10.1

0 20 40 60

女性

(n=507)

男性

(n=386)

困難な状況に気づいてくれる人の存在

安心できる居場所

支援制度や相談窓口、専門機関など自分の助けになるような情報
を得ること

実際に支援制度や相談窓口に助けを求めること

弁護士や医師、カウンセラーなど専門的な知識を持っている人か
らのサポート

経済的な自立

経済的な自立に必要な支援や自立のためのスキルや資格

一時的な経済支援

その他

必要なことはない

無回答

(MA%)

・性別にみると、女性は男性よりも「経済的な自立に必要な支援や自立のためのスキルや資格」の割合が５.３ポ

イント高くなっています。 
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78.6

55.6

51.7

47.0

50.0

45.4

47.2

0 20 40 60 80 100

18・19歳

(n=14)

20歳代

(n=81)

30歳代

(n=143)

40歳代

(n=234)

50歳代

(n=102)

60歳代

(n=108)

70歳以上

(n=216)

28.6

58.0

51.7

50.0

59.8

41.7

47.2

0 20 40 60 80 100

28.6

17.3

23.1

22.6

22.5

34.3

30.6

0 20 40 60 80 100

14.3

22.2

21.0

19.2

21.6

34.3

34.3

0 20 40 60 80 100
(MA%)

21.4

30.9

25.2

21.8

11.8

31.5

22.7

0 20 40 60 80 100

18・19歳

(n=14)

20歳代

(n=81)

30歳代
(n=143)

40歳代
(n=234)

50歳代
(n=102)

60歳代
(n=108)

70歳以上
(n=216)

35.7

35.8

34.3

43.6

48.0

30.6

24.1

0 20 40 60 80 100

14.3

28.4

21.7

28.2

19.6

29.6

25.0

0 20 40 60 80 100

0.0

12.3

11.2

13.2

13.7

13.9

10.6

0 20 40 60 80 100
(MA%)

14.3

1.2

1.4

1.7

3.9

0.9

0.9

0 20 40 60 80 100

18・19歳

(n=14)

20歳代

(n=81)

30歳代

(n=143)

40歳代

(n=234)

50歳代

(n=102)

60歳代

(n=108)

70歳以上

(n=216)

0.0

0.0

1.4

0.4

0.0

0.0

0.5

0 20 40 60 80 100
(MA%)

困難な状況に

気づいてくれる

人の存在

安心できる

居場所

支援制度や相談窓口、

専門機関など自分の

助けになるような

情報を得ること

実際に支援制度や

相談窓口に助けを

求めること

弁護士や医師、カウ

ンセラーなど専門的

な知識を持っている

人からのサポート

経済的な自立

経済的な自立に必要

な支援や自立のため

のスキルや資格

一時的な経済支援

その他 必要なことはない

・年代別にみると、２０歳以上で「困難な状況に気づいてくれる人の存在」の割合が４５%を超えており、２０歳代

で５５.６%と高くなっています。また、２０歳以上で「安心できる居場所」の割合が４０%を超えています。 
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47.8

16.6

55.1

23.3

23.3

35.9

46.0

1.8

0.4

6.5

0 20 40 60

一時的に（数日）安心して泊まれる場所

無料・低額で食事の提供

なんでも相談できる場所や人

同じ悩みを持つ人たちと出会える場所

一時的な経済支援

住まいに関する支援

就業など自立に向けた支援

その他

必要なことはない

無回答

(MA%)

全体(n=902)

問２９ 家に居場所がない女性たちへのサポート 

問２９ ＤＶや虐待、家族との不仲などで家に居場所がない女性たちにどのようなサポートがあるといいと思い

ますか。（特に必要だと思うものを３つまで〇） 

 

・家に居場所がない女性たちへのサポートについては、「なんでも相談できる場所や人」が５５.１%と最も高く、次

いで「一時的に（数日）安心して泊まれる場所」が４７.８%、「就業など自立に向けた支援」が４６.０%となっていま

す。 
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50.7

17.9

52.3

20.9

24.9

38.3

48.5

1.0

0.4

7.1

43.8

15.0

59.3

25.9

21.2

32.9

42.7

2.8

0.5

5.7

0 20 40 60 80

女性

(n=507)

男性

(n=386)

一時的に（数日）安心して泊まれる場所

無料・低額で食事の提供

なんでも相談できる場所や人

同じ悩みを持つ人たちと出会える場所

一時的な経済支援

住まいに関する支援

就業など自立に向けた支援

その他

必要なことはない

無回答

(%)

・性別にみると、女性は男性よりも「一時的に（数日）安心して泊まれる場所」の割合が６.９ポイント高く、男性は

女性より「なんでも相談できる場所や人」の割合が７.０ポイント高くなっています。 
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50.0

51.9

46.2

48.3

52.9

50.0

43.1

0 20 40 60 80

18・19歳
(n=14)

20歳代
(n=81)

30歳代
(n=143)

40歳代
(n=234)

50歳代
(n=102)

60歳代
(n=108)

70歳以上
(n=216)

21.4

25.9

15.4

20.1

13.7

10.2

14.8

0 20 40 60 80

42.9

54.3

50.3

50.0

51.0

62.0

63.9

0 20 40 60 80

7.1

24.7

23.8

20.9

16.7

23.1

29.6

0 20 40 60 80
(MA%)

14.3

24.7

21.7

23.1

22.5

33.3

19.9

0 20 40 60 80

18・19歳
(n=14)

20歳代
(n=81)

30歳代
(n=143)

40歳代
(n=234)

50歳代
(n=102)

60歳代
(n=108)

70歳以上
(n=216)

42.9

27.2

42.0

41.9

38.2

38.9

25.0

0 20 40 60 80

57.1

53.1

44.1

48.3

46.1

42.6

43.1

0 20 40 60 80

7.1

2.5

0.7

2.6

3.9

0.0

0.9

0 20 40 60 80
(MA%)

0.0

1.2

0.7

0.0

1.0

0.0

0.5

0 20 40 60 80

18・19歳
(n=14)

20歳代
(n=81)

30歳代
(n=143)

40歳代
(n=234)

50歳代
(n=102)

60歳代
(n=108)

70歳以上
(n=216)

(MA%)

一時的に（数日）

安心して泊まれる場所

無料・低額で食事

の提供

なんでも相談できる

場所や人

同じ悩みを持つ人

たちと出会える場所

一時的な

済支援

住まいに関する

支援

就業など自立

に向けた支援
その他

必要なことはない

・年代別にみると、概ね年代が上がるほど「なんでも相談できる場所や人」の割合が高い傾向にあり、７０歳以上

で６３.９%となっています。一方で、「就業など自立に向けた支援」の割合は概ね若い年代ほど高い傾向にあり、

１８・１９歳で５７.１%となっています。 
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47.9

31.5

20.4

3.4

43.1

12.1

50.3

1.2

3.4

3.8

0 20 40 60

電話

メール

SNS

学校（対面）

支援機関（対面）

自宅に訪問してもらう（対面）

気軽に立ち寄れる場所で相談（対面）

その他

相談したり支援を受けたりしたいと思わない

無回答

(MA%)
全体(n=902)

問３０ 相談するとしたらどのような方法や場所がいいか 

問３０ もし、あなたが相談するとしたら、どのような方法や場所でしたいですか。（〇はいくつでも） 

 

・相談するとしたらどのような方法や場所がいいかについては、「気軽に立ち寄れる場所で相談（対面）」が５０.

３%と最も高く、次いで「電話」が４７.９%、「支援機関（対面）」が４３.１%となっています。 
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48.5

33.9

21.3

2.0

38.7

11.4

50.1

1.4

3.0

2.8

47.4

28.0

18.7

5.4

49.5

13.0

50.3

1.0

4.1

4.9

0 20 40 60

女性

(n=507)

男性

(n=386)

電話

メール

SNS

学校（対面）

支援機関（対面）

自宅に訪問してもらう（対面）

気軽に立ち寄れる場所で相談（対面）

その他

相談したり支援を受けたりしたいと思わない

無回答

(MA%)

・性別にみると、女性は男性よりも「メール」の割合が５.９ポイント高く、男性は女性より「支援機関（対面）」の割

合が１０.８ポイント高くなっています。 
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28.6

49.4

44.8

44.9

52.9

54.6

48.6

0 20 40 60 80 100

18・19歳

(n=14)

20歳代
(n=81)

30歳代
(n=143)

40歳代

(n=234)

50歳代
(n=102)

60歳代

(n=108)

70歳以上

(n=216)

21.4

42.0

44.8

35.5

39.2

28.7

12.5

0 20 40 60 80 100

78.6

42.0

30.8

25.2

11.8

16.7

2.3

0 20 40 60 80 100

21.4

11.1

3.5

4.3

1.0

0.9

0.9

0 20 40 60 80 100
(MA%)

28.6

39.5

46.2

43.2

41.2

48.1

42.1

0 20 40 60 80 100

18・19歳
(n=14)

20歳代

(n=81)

30歳代
(n=143)

40歳代
(n=234)

50歳代

(n=102)

60歳代
(n=108)

70歳以上
(n=216)

0.0

12.3

14.7

14.1

11.8

9.3

10.6

0 20 40 60 80 100

42.9

56.8

54.5

53.4

47.1

55.6

41.7

0 20 40 60 80 100

0.0

1.2

0.0

1.7

3.9

0.9

0.5

0 20 40 60 80 100
(MA%)

0.0

0.0

4.2

2.1

3.9

3.7

5.6

0 20 40 60 80 100

18・19歳

(n=14)

20歳代
(n=81)

30歳代
(n=143)

40歳代

(n=234)

50歳代
(n=102)

60歳代

(n=108)

70歳以上

(n=216)

(MA%)

電話 メール SNS 学校（対面）

支援機関（対面）

自宅に訪問

してもらう（対面）

気軽に立ち寄れる

場所で相談（対面） その他

相談したり支援を受け

たりしたいと思わない

・年代別にみると、概ね若い年代ほど「SNS」の割合が高い傾向にあり、１８・１９歳で７８.６%となっています。ま

た、全ての年代で「気軽に立ち寄れる場所で相談（対面）」の割合が４０%を超えており、２０歳代で５６.８%とな

っています。 

  


